
６
月
29
日
、
米
陸
軍
横
浜
ノ
ー

ス
・
ド
ッ
ク
（
瑞
穂
埠
頭
・
横

浜
市
神
奈
川
区
）
に
、
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
が
陸
揚
げ
さ
れ

て
い
る
の
を
在
日
米
軍
の
動
き

を
追
跡
し
て
い
る
「
リ
ム
ピ
ー

ス
」
が
キ
ャ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

監
視
を
し
て
い
た
リ
ム
ピ
ー

ス
Ｈ
Ｐ
を
見
る
と
、
横
浜
ノ
ー

ス
・
ド
ッ
ク
に
入
港
し
た
自
動

車
運
搬
船
グ
リ
ー
ン
・
レ
イ
ク

か
ら
、
オ
ス
プ
レ
イ
１
機
が
翼

を
折
り
た
た
ん
だ
状
態
で
陸
揚

げ
さ
れ
、
す
ぐ
に
整
備
が
行
わ

れ
港
に
駐
機
し
て
い
ま
し
た
。

30
日
に
は
燃
料
が
給
油
さ
れ
、

港
の
端
に
移
動
し
ま
し
た
。

こ
の
時
に
機
体
ナ
ン
バ
ー

「
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｆ
０
０
４
６
」
が
確

認
さ
れ
、
横
田
基
地
に
配
備
さ

れ
て
い
る
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
の
追
加
機
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

横
田
基
地
を
抱
え
る
福
生
市

は
、
オ
ス
プ
レ
イ
搬
入
の
報
道

を
受
け
、
防
衛
省
（
北
関
東
防

衛
局
）
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
７
月
２
日
に
「
通
常
の
運

用
の
一
環
と
し
て
、
横
浜
ノ
ー

ス
・
ド
ッ
ク
に
お
い
て
米
軍
所

属
の
航
空
機
の
搬
入
・
搬
出
を

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
は
米
側
の
運

用
に
つ
き
回
答
で
き
な
い
。
」

と
米
側
の
見
解
を
伝
え
て
い
ま

す
。７

月
５
日
に
は
、
神
奈
川
県

の
安
保
廃
棄
・
諸
要
求
実
現
統

一
促
進
会
議
、
平
和
委
員
会
、

日
本
共
産
党
畑
野
君
江
衆
議
員
・

県
議
団
と
共
に
、
東
京
か
ら
東

京
平
和
委
員
会
岸
本
事
務
局
長
、

横
田
基
地
の
撤
去
を
求
め
る
西

多
摩
の
会
寉
田
事
務
局
長
が
参

加
し
、
防
衛
省
へ
の
要
請
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
横
浜
ノ
ー
ス
・

ド
ッ
ク
に
駐
機
し
て
い
る
オ
ス

プ
レ
イ
が
、
追
加
配
備
で
あ
れ

ば
重
大
問
題
と
防
衛
省
に
迫
り

「
無
通
告
の
配
備
は
す
る
な
と
」

強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
日
11
時
23
分
に

横
田
基
地
に
無
通
告
で
飛
来
し

て
い
た
こ
と
が
羽
村
平
和
委
員

会
の
監
視
行
動
で
分
か
り
ま
し

た
。
横
田
基
地
周
辺
自
治
体
に

は
、
北
関
東
防
衛
局
か
ら
の
連

絡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

羽
村
平
和
委
員
会
の
高
橋
美

枝
子
会
長
は
赤
旗
新
聞
の
取
材

に
「
10
機
へ
の
増
強
が
突
然
始

ま
っ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

米
軍
が
横
田
基
地
を
拠
点
に
イ

ン
ド
太
平
洋
地
域
で
の
軍
事
態

勢
を
強
化
す
る
狙
い
を
強
く
感

じ
ま
す
。
青
森
県
の
小
川
原
湖

上
空
で
Ｃ
Ｖ-

22
の
低
空
飛
行

が
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
横
田

周
辺
で
は
日
常
的
に
危
険
な
訓

練
が
行
わ
れ
、
全
国
に
拡
大
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
横
田

基
地
の
危
険
な
実
態
を
知
ら
せ
、

強
化
反
対
の
運
動
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

横
田
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い

る
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
は
、

米
空
軍
特
殊
作
戦
機
で
あ
り
、

２
０
１
８
年
に
５
機
が
配
備
さ

れ
、
２
０
２
４
年
ご
ろ
ま
で
に

10
機
へ
の
増
強
が
狙
わ
れ
、
今

回
は
最
初
の
１
機
に
な
り
ま
す
。

５
機
の
配
備
で
さ
え
、
低
空

飛
行
や
夜
間
の
飛
行
な
ど
、
騒

音
を
ま
き
ち
ら
し
て
激
し
い
訓

練
が
行
わ
れ
、
被
害
は
拡
大
さ

れ
て
い
ま
す
。
先
日
も
山
形
空

港
に
緊
急
着
陸
す
る
な
ど
、
事

故
率
が
高
く
危
険
で
す
。
Ｃ
Ｖ

-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
10
機
体
制

は
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。い

ま
、
横
田
基
地
で
は
、
10

機
増
強
に
む
け
22
年
完
成
予
定

で
６
機
分
の
駐
機
場
の
工
事
が

行
わ
れ
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
施

設
や
整
備
格
納
庫
の
建
設
事
業

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
完
成
す

れ
ば
ま
た
機
体
が
運
ば
れ
て
き

ま
す
。
な
し
崩
し
的
な
配
備
強

行
は
許
せ
ま
せ
ん
。
早
急
に
、

抗
議
行
動
を
行
い
ま
す
。

東
京
・
横
田
基
地
に
配
備
さ

れ
て
い
る
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
が
、
６
月
30
日
と
７
月
１
日

の
夕
方
、
１
時
間
以
上
に
わ
た

り
青
森
県
東
北
町
の
小
川
原
湖

の
上
空
を
低
空
で
飛
行
し
、
湖

面
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
高
度
を
下
げ

て
飛
ん
だ
り
、
上
空
を
繰
り
返

し
旋
回
し
た
り
し
、
機
体
の
下

方
で
人
が
上
下
す
る
な
ど
の
訓

練
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
元
小
川
原
湖
漁
協
の
組
合

員
が
ウ
ナ
ギ
の
は
え
縄
、
刺
し

網
漁
を
操
業
す
る
時
間
帯
で
し

た
が
、
漁
協
に
対
し
、
訓
練
の

予
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
日
は
午
後
６
時
ご
ろ
、
２

機
が
湖
の
上
空
に
出
現
し
、
こ

の
う
ち
１
機
は
、
エ
ン
ジ
ン
を

垂
直
に
し
、
ヘ
リ
モ
ー
ド
で
ホ

バ
リ
ン
グ
を
し
、
人
を
降
下
し

た
り
、
引
き
上
げ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
も
う
１
機
は
、
エ
ン

ジ
ン
を
水
平
に
し
た
固
定
翼
モ
ー
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横
田
基
地
へ
の

Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
追
加
配
備
強
行
に
抗
議

Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ

青
森
県
・
小
川
原
湖
で
無
法
訓
練



ド
で
、
ホ
バ
リ
ン
グ
中
の
機
体

の
周
辺
を
警
戒
す
る
か
の
よ
う

に
旋
回
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
湖
面
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
高

度
を
下
げ
た
状
態
で
の
飛
行
も

行
い
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が

ら
超
低
空
飛
行
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

東
北
防
衛
局
に
よ
る
と
、
三

沢
基
地
に
は
19
年
夏
ま
で
の
１

年
間
に
計
40
回
飛
来
し
て
い
た

が
、
現
在
は
通
告
が
な
く
、
飛

来
の
回
数
な
ど
を
把
握
し
て
い

な
い
と
い
い
ま
す
。

地
元
の
小
川
原
湖
漁
協
は
５

日
、
理
事
会
を
開
き
、
三
沢
防

衛
事
務
所
を
通
じ
て
、
在
日
ア

メ
リ
カ
軍
な
ど
に
、
「
予
告
な

く
小
川
原
湖
上
空
で
飛
行
訓
練

を
し
な
い
よ
う
求
め
る
」
抗
議

文
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
て

い
ま
す
。

「
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
小

川
原
湖
で
の
無
法
な
訓
練
の
中

止
を
求
め
る
」
抗
議
要
請
文
を

日
本
平
和
委
員
会
、
青
森
県
平

和
委
員
会
、
東
京
平
和
委
員
会

が
連
名
で
送
り
ま
し
た
。

今
回
、
民
間
地
で
あ
る
小
川

原
湖
で
、
無
通
告
で
超
低
空
飛

行
や
ホ
イ
ス
ト
訓
練
を
、
多
数

の
漁
船
が
操
業
し
て
い
る
頭
上

で
訓
練
を
行
う
な
ど
言
語
道
断

で
す
。

小
川
原
湖
漁
協
組
合
長
は
「
低

空
飛
行
の
影
響
で
船
が
転
覆
す

る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
非
常
に

危
険
な
状
況
だ
」
と
「
デ
ー
リ
ー

東
北
」
紙
７
月
６
日
付
で
述
べ

て
い
ま
す
。

三
沢
基
地
周
辺
町
内
連
合
会

会
長
も
「
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
、
地
元
が
無
視

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
」
と
同

紙
に
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
民
間
地
を
勝
手

に
使
っ
て
米
軍
が
訓
練
を
行
う

こ
と
は
、
本
来
、
日
米
地
位
協

定
で
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
、

日
本
の
航
空
法
の
定
め
る
最
低

安
全
高
度
を
全
く
無
視
し
た
、

傍
若
無
人
で
無
法
極
ま
り
な
い

も
の
で
す
。
日
本
を
占
領
地
扱

い
す
る
こ
の
よ
う
な
行
動
が
放

任
さ
れ
る
な
ら
、
日
本
の
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
、
米
軍
が
無
法
で

危
険
な
訓
練
を
繰
り
広
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
決
し
て
許
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
政
府
に
対
し
、
▽

小
川
原
湖
で
の
米
軍
訓
練
の
実

態
を
、
過
去
の
も
の
を
含
め
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
▽
こ
の

よ
う
な
民
間
地
で
の
勝
手
な
米

軍
訓
練
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
を

明
確
に
し
、
米
軍
に
対
し
て
今

後
二
度
と
お
こ
な
わ
な
い
こ
と

を
確
約
さ
せ
る
こ
と
。
▽
こ
の

訓
練
が
最
低
安
全
高
度
以
下
で

の
超
低
空
飛
行
訓
練
で
あ
り
、

低
空
飛
行
訓
練
に
関
す
る
１
９

９
０
年
日
米
合
同
委
員
会
合
意

違
反
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
う
し
た
諸
点
を
示
し

て
訓
練
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

最
新
刊

編
集
・
発
行
＝
安
保

破
棄
中
央
実
行
委
員
会

「
米
中
対
決
」
と
日
米
安
保

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
菅
「
大

軍
拡
」
を
斬
る

◇
申
込
受
付
中

◇
防
衛
省
が
作
成
し
た
「
取
扱

厳
重
文
書
」
の
「
対
中
防
衛
の

考
え
方
」
を
掲
載
。

〈

目
次

〉

⑴
バ
イ
デ
ン
・
菅
ー
日
米
首
脳

会
談
の
真
実

⑵
日
本
へ
の
軍
事
分
担
と
菅

「
大
軍
拡
」
政
治

①
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
の
危
険

と
矛
盾

②
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
軍
事

分
担
と
自
衛
隊
大
増
強

③
米
軍
の
「
殴
り
込
み
」
戦
略

を
さ
さ
え
る
米
軍
基
地
の
大

増
強

④
底
な
し
の
「
思
い
や
り
予
算
」

増
額
要
求

⑶
「
米
中
対
決
」
で
は
な
く
、

平
和
・
友
好
の
日
本
と
ア
ジ

ア
を

◇
Ａ
５
版
64
頁
、
１
冊
５
０
０

円
。
割
引
頒
価
：
５
冊
以
上
＝

４
５
０
円
。
10
冊
以
上
＝
４
０

０
円

※
送
料
別

５
冊
ま
で
１
０
０

円
、
６
冊
～
10
冊
２
０
０
円
、

10
冊
以
上
４
５
０
円

注
文
・
申
込
先

安
保
破
棄
東

京
実
行
委
員
会

Ｆ
Ａ
Ｘ0

3
-
5
9
2
7
-
14
87

m
a
i
l
a
n
p
o
t
o
k
y
o
-
j
i
t
u
@
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e
s
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-
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三
者
連
名
で

防
衛
大
臣
・
外
務
大
臣
に
抗
議
文
送
付

こ
と
し
の
世
界
大
会
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
し
て
は
じ
め
て
の
大
会
で
す
。
国
連
、

諸
国
政
府
、
市
民
社
会
が
共
同
し
て
実
現
し
た

核
兵
器
禁
止
条
約
の
歴
史
的
意
義
を
再
確
認
し
、

禁
止
条
約
を
力
に
核
兵
器
廃
絶
の
最
大
の
障
害

と
な
っ
て
い
る
核
保
有
国
に
対
し
て
、
違
法
な

兵
器
で
あ
る
核
兵
器
を
「
い
ま
す
ぐ
廃
絶
せ
よ
！
」
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
せ
よ
！
」
と
迫
る

重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。

世
界
大
会
の
主
な
日
程

す
べ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

企
画
詳
細
は
日

本
原
水
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

◇
原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
年
世
界
大
会
・
国
際

会
議

８
月
２
日

◇
原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
年
世
界
大
会
・
ヒ
ロ

シ
マ
デ
ー
集
会

８
月
６
日

【
現
地
企
画
】
原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
年
世
界

大
会
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
の
連
帯
の
つ
ど
い
広
島

（
仮
称
）

８
月
６
日

◇
原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
年
世
界
大
会
・
ナ
ガ

サ
キ
デ
ー
集
会

８
月
９
日

【
現
地
企
画
】
原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
年
世
界

大
会
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
の
連
帯
の
つ
ど
い
長
崎

（
仮
称
）

８
月
９
日

◇
原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
年
世
界
大
会
・
テ
ー

マ
別
集
会

Ⅰ
、
被
爆
者
と
と
も
に
、
核
兵
器
の
な
い
平
和

で
公
正
な
世
界
を
ー
禁
止
条
約
に
参
加
す
る

日
本
を
め
ざ
し
て

８
月
８
日

Ⅱ
、
沖
縄
連
帯
・
外
国
軍
事
基
地
撤
去

８
月

５
日

Ⅲ
、
枯
葉
剤
被
害
60
年
・
被
害
者
と
の
連
帯

８
月
４
日

Ⅳ
、
非
核
・
平
和
の
ア
ジ
ア
と
運
動
の
役
割

８
月
７
日

Ⅴ
、
考
え
よ
う
！
核
兵
器
・
経
済
・
環
境

８
月
７
日

◇
関
連
企
画

６
企
画

【
参
加
費
】
（
大
会
参
加
費
・
日
本
原
水
協
募

金
・
東
京
原
水
協
募
金
）

◎
通
し
参
加

５
０
０
０
円

◎
企
画
ご
と
参

加

２
５
０
０
円
（
１
企
画
ご
と
に
１
５
０
０

円
プ
ラ
ス
）

【
参
加
申
込
】

登
録
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
視
聴
で
き
る
Ｐ
Ｃ

又
は
ス
マ
ホ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
必
要
で
す
。

申
込
は
「
原
水
爆
禁
止
東
京
協
議
会
」
に
し
て

く
だ
さ
い
。

電
話

0
3
-
5
3
9
5-
42
2
2

メ
ー
ル

t
o
k
y
o
-
g
e
n
s
u
i
k
y
o
@
a
u
r
o
r
a
.
o
c
n
.

n
e
.
j
p

人
類
と
地
球
の
未
来
の
た
め
に

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
！

原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
年
世
界
大
会

東
京
か
ら
１
０
０
０
人
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を

安
保
が
わ
か
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
⑳


